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本研究は、17 世紀フランス最大の神秘家とも言われるジャン＝ジョゼフ・スュラン































第 I 部では、17 世紀フランス神秘主義という問題の歴史的・社会的コンテクストを概観し、
そのなかにスュランを位置づけることで、彼のテクストに内在するさまざまな矛盾や緊張、あ
るいはその止揚をあぶり出す。 
第 1 章では、まず 17 世紀フランス神秘主義において「経験／体験（expérience）」が新し
い知の権威の源泉とみなされるに至った歴史的背景を一瞥する。西欧近世における「神秘主義

































































不安・揺らめきア ン キ エ チ ュ ー ド 」のなかにある。あるいはまた、神から隔てられてあることに起因する信仰に
つきものの闇も、闇を隈なく照らし出す現前の光のなかに消失してしまうわけではない。神秘
を覆う「信仰のヴェール」はついに取り去られることなく、魂は「神の栄光の永遠の城外区」
に留まり続ける。だがその闇は、現前の欠如態としての、現前によって乗り越えられるべき否
定的な闇ではない。過ぎ去ってしまった他者、もはや現前しない他者、未だ到来せざる他者の
到来を「待つこと（attendre）」そのものとして捉えられるスュランの信仰は、何処からかや
って来るであろう他者――神であり、かつこの世の他者たちでもある――に向けて、愛に満ち
た闇のなかで、常におのれを開き、曝しておくという歓待の姿勢である。現前しない他者が、
しかし今なお生ける他者として臨在するこの境涯に、彼の説く「生ける信仰」の平安は見出さ
れるだろう。 
 結論では、スュランの神秘主義を改めて大きな歴史的見通しのなかに位置づけるとともに、
従来の神秘主義理解には収まらないその根源的・逸脱的性格を、彼がうたった詩の一節を解釈
することを通じて確かめ、もって結びとする。 
